
総務部 総務課

総務部 総務課 田村 貢

ハード事業

消防資機材整備事業

消防資機材整備事業

一般会計
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9.消防費 - 1.消防費 - 3.消防施

　地域防災体制を強化し、消防力の向上を目的に小型動力消防ポンプ、ポンプ自動車、ポンプ積載車等の消防

等資機材等、活動期間が一定、経過したものから更新する。

消防ポンプ及び積載車の更新　 6,978,265円（備品購入費、役務費、公課費）

消防用ホースの購入　          378,000円

消防団活動の充実

消防ポンプ積載車１台購入

消防小型動力ポンプ３台購入

消防ホース１２本購入

事 業 名

細事業名

事業分類

会 計 科 目

政策体系

１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 570

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　消防力の向上と市民生活の安心・安全の確保するための事業

②事業を実施する必要性

　広大な面積を有する本市の消防に関しては、常備消防力が弱く、消防団の役割が非常に大きいものであ

り、その資機材の充実は地域の消防力を低下させないために必要不可欠である。

9,735決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

11,589 24,833 7,356 13,070 69,550 37,500
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

2,500 0 3,750 3,427 4,050 3,750 3,750
3,200 9,200 17,800 0 4,300 65,800 33,750
4,035 2,389 3,283 3,929 4,720 0 0

0.16 0.80
1,033 5,220

25,866 12,576

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※

0.15
748

12,337
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　消防資機材の更新を図っていく必要はあるが、更新年数について、検討する必要はある。

　（消防自動車　２０年、小型動力ポンプ　１５年）

　平成２１年度で地域活性化・経済機器対策事業などを活用し、資機材の更新・増強を図ってきたが、今後も

有事の際に備えて計画的に資機材の更新を図る必要があるが、現状の消防自動車２０年、小型ポンプ１５年の

更新年数について、資機材の性能や耐久性も向上しており、更新年数を少し伸ばすような検討も必要と考え

る。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

①事業執行にあたり議論を重ねた点

　ポンプ自動車とポンプ積載車の配備状況が地域性に合致しているかについて。

②当該事業のアピール事項

　有事の際に備えた消防資機材の定期的な更新や充実により市民の安全安心が守られる。

③反省点、今後の展開・方向性等

　地域事情に合致した消防車両の配備を行っていく。

■平成21年度の所属長評価
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